
株式会社ベンチャー・リンクは、１９８６年３月に中堅

中小企業向け情報サービスの提供を目的として設立。

１９９５年３月にはＪＡＳＤＡＱに株式を上場。その後

のフランチャイズビジネスの展開を機に、事業規模

を拡大し、２００１年３月には東証第一部に株式上場

を果たした。 

● 代表取締役社長／松本　信彦 

● 本社／東京都台東区寿2-1-13　 

http://www.venture-link.co.jp/

株式会社ベンチャー・リンク 

ＶＡＸ構想で実現されるＩＴ基盤 

ブレードサーバシステム 
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す
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。
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搭
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張
を
見
越
し
た
筐
体
を

用
意
す
る
こ
と
で
、必
要
に
応
じ
て
サ
ー
バ

を
簡
単
に
増
設
す
る
こ
と
が
で
き
る
。こ
の

複
数
の
サ
ー
バ
が
共
有
し
て
使
用
す
る
磁
気

記
憶
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テ
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。
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憶
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。
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さ
ら
に
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ー
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サ
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サ
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テ
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。
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経
営
環
境
の
変
化
に
俊
敏
か
つ
安
定
的

に
対
応
す
る
た
め
の
Ｉ
Ｔ
基
盤
の
構
築
は
、

経
営
戦
略
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
今
回
構

築
さ
れ
た
Ｉ
Ｔ
基
盤
は
、Ｖ
Ａ
Ｘ
構
想
の
最

初
の
取
り
組
み
で
あ
り
、ベ
ン
チ
ャ
ー
・
リ
ン
ク

は
今
後
さ
ら
に
こ
の
構
想
を
進
め
て
い
く
。
 

従来のＩＴ基盤 

D業務 

C業務 

B業務 

ストレージ 

ストレージ 

ストレージ 

ストレージ 

A業務 

A業務 

B業務 

C業務 

D業務 

成長するビジネスに伴い 
増えるサーバ機とストレージ 

ビジネスの変化とともに 
柔軟に対応できる 
サーバ構成とストレージシステム 
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拡大するビジネスにあわせて煩雑化、複雑化するＩＴ基盤。変化の激しいフランチャイズビジネスを支え

るためには、柔軟で俊敏な対応が可能なＩＴ基盤が必要である。今回、インテックは「ブレード型サーバ」

と「共有ストレージ」双方を分離し、拡張性に優れ、信頼性も格段に向上したＩＴ基盤を構築した。

ベンチャー・リンクの今後の事業拡大にますます貢献するものと期待されている。 

株式会社ベンチャー･リンク　 執行役  IT統括部長 吉田  智氏 

フランチャイズを販売・運営するということはビジネスそのものが商品であり、業態ごとに事業会社としての機能

が必要です。それらは「似て非なるモノ」で、ＩＴシステムもそれぞれに必要となり、ＡＳＰなどで共有化できるほど単

純ではありません。アプリケーションは個々に実装するにしても機器環境は何とか効率化できないか。3～5年先

を見据えたトータル構想を投げかけた後のインテックの反応は実に迅速でした。通常であれば数カ月はかかる内

容ですが、数日後の提案で私の頭の中は鮮明に具体化され意思決定もすぐでした。こういったかゆいところに手

が届く適切な提案をいただけるということは、常に顧客の状態を考え、普段から準備していないとなかなかできな

いことです。インテックにはさらにその部分の磨きをかけていただき、お互いに発展していきたいと思います。 

 

わが社の一手 I T 戦 略  

 


